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会話の続きです。
花　子　：　あんなに重くてもいいのかな？袋破けちゃうよ。
清　子　：　そんなにたくさん草生えていた？
花　子　：　そんなにたくさんではないけど、あまり草むしりをしないし、慣れていないから土がた

くさんついているの。
清　子　：　なるほど、それじゃ重いはずよね。いくつかに分けて出せば一つ一つは軽くなるよ。
花　子　：　それしかないか。そうしよう。
下　野　：　花子さん、清子さん、草を燃えるごみ（燃やせるごみ）で出すのは正しい出し方ですけ

ど、草は土を落とし、乾かしてから出してくださいね。そうしないと、例えば草は1㎏
位なのに土がついていて3㎏にもなってしまうことがあるのです。燃やす必要のない土
まで、燃料を費やして燃やさなければならなくなるのです。正しい出し方が燃料などの
無駄をなくすのです。これからはお願いしますね。

花子、清子　：　なるほどねー。はーい、わかりました。

～庭で草むしりした草をごみ出しするとき～
草は、根に土がついていると少量でも重量がかさんでしまいます。
ごみ減量化のため、草は乾燥させ水分を飛ばし、根についている土をよく落とし、燃えるごみ（生ごみ）
の日に袋に入れて出してください。

昨日草むしりをしたの。
ごみで出せるのかな？

花子 清子

明日燃えるごみの日だから、
出せるよ。

ちょっと一息
あなたもこのような会話をしていませんか？

温室効果ガス排出抑制に関する

『地球温暖化対策アドバイザー』を派遣します！
県では、温暖化対策に取り組む事業者の皆さまを支援するためアドバイザーを派遣します。
★温室効果ガスの排出削減対策を学びたい
★省エネルギー対策に取り組みたいなど
アドバイザー派遣の概要
●派遣費用 無料
●派遣制度利用事業者 県内に工場や事業場を設置している事業者
●派遣内容 温室効果ガスの排出削減対策の推進省エネルギー対策の取り組みなど
●申し込み方法
・県環境森林政策課に申込書を提出ください。アドバイザーの選定、派遣日程の
調整後に、アドバイザーが事業所に赴きます。
・派遣日程は、原則３日（人）以内です。

問い合わせ先 栃木県環境森林部 環境森林政策課 地球温暖化対策室　1028-623-3187
http://www.pref.tochigi.jp/eco/kankyou/ondanka_advice.html


